
  
新型コロナウイルスが猛威を振

るっていますが、会員の皆様にはい

かがお過ごしでしょうか。令和 2 年

度の東北ハイテク研の総会につき

ましては、新型コロナウイルスの影

響もあり、書面での開催を余儀なく

されました。また、セミナー等の活

動につきましても、新型コロナウイ

ルスの感染に配慮して、これまでの

ような開催が困難となり、Online

等新たな開催方法を模索しており

ます。そのため、皆様にお伝えする

トピックスが少なく、ニュースレタ

ーの発刊が滞りましたことをお詫

びいたします。今後、Online でのセミナーを開催し、皆様にホットな情報を提供する所存です。 

今回は、令和 2 年度の農水省の「イノベーション創出強化研究推進事業」に東北ハイテク研が支

援し新たに採択になりました 2 課題のうち、農研機構東北農業研究センターの白土宏之さんが研究

統括者の「儲かる業務用米生産を実現する無コーティング種子湛水直播技術の確立」（開発研究ステ

ージ・マッチングファンド方式採用）について紹介します。 

 

 

 

 

 

＜研究目的＞ 

研究目的は、「儲かる業務用米生産を無コーティング直播により実現し、業務用米の安定供給に貢

献する」と非常に明確です。 
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研究目的と技術開発の必要性 
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＜技術開発の必要性＞ 

図 1 は、技術開発の必要性を農家サイドから整理したものです。農家サイドから「水稲の無コー

ティング直播栽培の開発」に対する期待が強いことがわかります。 
 

 

図 1 水稲無コーティング直播栽培技術に対する農家の期待 

 

 

 

 

 
図 2 は、研究の目的・達成目標と研究課題を整理したものです。次の 3 つの研究課題とその目標

がよく理解できると思います。 

課題１ ・除草剤 1 回の除草法、 ・多収施肥法、 ・低コスト生産の実証 

課題２ ・折りたたみ式ハロー対応播種機開発  ・適用地域拡大 

    ・ロボットトラクタによる協調播種 

課題３ ・根出し種子実用化  ・播種前の圃場準備法の確立 

 

 

 

研究課題 
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図２ 研究目的・目標・研究課題の関連 

 

 

 

 

 
図３は、研究への参加機関を課題ごとに整理したものです。研究機関、機械開発メーカー、大学、

農家など、多様な参加者を組織して研究が展開されることがわかります。 

図４は、本研究におけるキーテクノロジーを整理したものです。次の４つの技術がキーテクとな

って本研究の推進エンジンになっていることがわかります。 

１）代かき同時浅層土中播種機 

２）折りたたみ式ハロー対応播種機 

３）ロボットトラクタによる無人協調播種 

４）根出し種子  

研究体制とキーテクノロジー 
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図３ 研究課題ごとの研究実施組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ キーテクノロジー 
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図５ 開発技術の普及面積など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 開発技術がもたらす経済効果 

 

図５、図６に示されているように、開発技術の普及面積、経済効果はかなり大きいと期待されて

いることがわかります。3 年後が楽しみな研究プロジェクトです。 

研究成果の普及可能性 
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